地域医療と公立病院を守る道連絡会　報告
【日　時】　2020/7/9　　15時～16時
【場　所】　道議会（新庁舎） 　会派共用会議室
【参加者】　略
【前回会議（6/17）以降の動き】

■新型コロナウイルス感染問題　　
　7月7日現在　検査人数20,347人　 陽性累計　1,278人　 死亡累計101人　陰性累計1,106人

患者数71人（重症5　軽傷・中等症65人）
◇厚労省　

新たな医療提供体制整備方針　　　都道府県は7月末まで作成
◇北海道　
帰国者・接触者相談センター　設置数（7/1）　　　　　　　31ヵ所　
帰国者・接触者外来　　　　　設置数（7/1）　　　　　　　69ヵ所（地域外来検査センター3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札幌・函館・苫小牧
衛生研究所・保健所　　　　　1日当検査可能件数（6/11）　440件（地方衛生研究所・保健所）
　軽症者等に係る宿泊療養のための宿泊施設の確保状況　　　930室　
　　　4/20　札幌市中央区　「東横ＩＮＮ札幌すすみの南」　 （120人程度）
　　　4/30　札幌市　　　　「リッチモンドホテル札幌駅前」 （最大140人程度）　　
　　　5/8　 札幌市　　　　「アパホテル＆リゾート札幌」　 （最大670人程度）　

　　　　　　　5/22　「アパホテル＆リゾート札幌」の一部を「臨時の医療施設」
　　　　　　　　　　　　　　　　＊今後札幌市以外も確保する予定
新型コロナウイルス感染症患者の療養状況、病床数等に関する調査結果（7/1）

	陽性者数
	入院患者数
	入院患者受入確保病床数　
	入院患者受入確保想定病床数

	103
	99
	700
	1558

	
	（うち重症者）
	（重症患者受入確保病床数）
	（重症患者受入確保病床数）

	
	（6）
	（100）
	（132）

	
	宿泊療養者数
	宿泊施設受入可能室数
	

	
	4
	930
	

	
	自宅療養者数
	
	

	
	0
	
	

	
	社会福祉施設等
	
	

	
	0
	
	


　　　　　
新型コロナウイルス感染症発生下における医療提供体制及び検査体制の現状に関する協議（回答）
　　①医療提供体制

　　　　　　　　陽性患者の入院受け入れ可能医療機関（5/18）　

全　道　　59医療機関693床　（重症患者受入病床100床）

　　　　　　　　　　札幌圏　　　　　　　　　　 384床　（重症患者受入病床　52床）　

　　　
②検査体制
　　　　　道立衛生研究所　10ヵ所道立保健所整備　／　医療機関や民間検査機関に働きかけ

　　　　　道と保健所設置市　４４０人程度　／医療機関、民間検査機関　２６０人　合計７００人
　　　　　　　地域外来・検査センター　５月1日札幌市内に開設（５月３日開業）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　函館市・苫小牧市・江別市でも開設予定
◇北海道緊急対策【第3弾】　6月　　　　　国の補正予算を受けて第4弾も

　　ＰＣＲ検査センターの拡充など予算化
◇医療機関への影響　　
収入減・経営悪化広がる。存続危ぶまれる事態も。

　　道内診療所全体　4月収入減　【北海道医療新聞より】
　　地方議会で意見書採択
・「安全・安心の医療・介護・福祉を存続していくために新型ウイルスの影響をうけた医療機関や介護・福祉事業所等へ公的支援の拡充を求める意見書」　　（根室市・余市町）
・「新型コロナウイルス感染症による地域医療・福祉の崩壊を防ぐための要望意見書」（倶知安町）

■地域医療構想問題
◇公立・公的医療機関等の具体的方針の再検証等について
　　　　　◇全国　440　道内54＋1,2増？　国から北海道へ民間医療機関のデータも（厚生労働省：1/17）
　　　　　◇具体的対応方針の再検証の期限（9月末までを延期　感染問題で）　　　（6/5厚労大臣会見）　
◇再編統合案に対する自治体意見書　　
合計11市35町村（46市町村）　　
◇北海道　20年度地域医療構想方針
　　道の担当者　「方針は２月に決め、推進する方針だが、調整会議は事実上停止状態」
北海道　各地で再編統合案提示　　
南檜山：地域連医療携法人・厚沢部・乙部国保病院を診療所化
岩見沢市立病院と中央労災病院の再編統合
　　　　　　　　名寄市立・士別市立　連携法人

　　　◇新道立病院改革推進プラン
　　検討会議論開始　　素案今秋まとめ、12月意見募集、３月に決定　
　　〇医療機関等の動き
　　　・日医　中川俊雄会長選出（北海道出身）
　　　・日医　2021年度概算要求　

・道内結核病棟　コロナ優先で半減（153⇒78床）　道東3管内（釧路・根室・十勝）はゼロに
・市立旭川病院　市の緊急対策第4弾　　
感染症センター（仮称）設置／感染症病床を6から10床に増床／集中治療室を陰圧装置導入　　

　・白老町立国保病院　新病院に回復期機能整備
・和寒町立病院　無床診療所化　　6/23町民説明会　　住民から存続を求める声
　・浦臼町診療所　指定管理者決まらず
・知床らうす診療所　道から医師・看護師派遣
・小樽看護専門学校（進学コース）存続求める運動　　署名：1万5千筆
〇各団体の動き　　　
　　　民医連・勤医協　　〇医療機関への収入減に対する国や自治体の補填について、他団体にも要請
道医労連　　　　　〇医療機関に対する経営などのアンケート計画（計画中）
　　　　　　　　　　　〇国立病院機構八雲病院移転問題　
6/19搬送延期を求め記者発表　（6/23.24リハーサル）　
8月患者搬送予定　搬送禁止仮処分申立も　
社保協　　　　　　〇6/27総会　労働・業者・医療・生活の各分野から新型コロナウイルス災害について報告。
　　道議会　　　　　　〇医療機関への支援など国への意見書　道の予算（附帯意見）
〇国保の傷病手当金創設　６月には全市町村で決まる予定（道担当者回答）
　　　　　　　　　　　　　　
【協議事項】
◎新型コロナウイルス感染問題　　
　◇患者数が大幅に増えた時の対応について
　　大幅に増えたときの受け入れ病床、医療従事者、医療機関などが心配、北海道から状況を聞き、要望していく
　　　　　〇6月10日の道への要請　　　　回答について：道の担当者・遅れています。急ぎます。
〇新たな医療提供体制整備方針　　　都道府県7月末まで作成
　　　　　　　　⇒作成状況を確認する　整備対象は道全体のため、2次医療圏ごとに整備させることが課題
・この問題を通して、他国との比較や患者が増える場合も含めて医療提供体制のあり方を問われます。
北海道の医療計画では足りない感染病床数の結核病床数の確保や医療従事者の体制など検討が必要。
〇北海道全体だけでなく、2次医療圏ごとの患者受け入れ体制をつかむ。
（函館市・旭川市）

　　〇各公立・公的病院は新型コロナウイルス感染症への対応、役割を引き続き調査する
　　　　　再編統合に対象になっている医療機関でも発熱外来など設置（専用プレパブ設置も）　
◇保健所の役割について
　　削減ではなく、保健所の増設と体制強化が必要

　　　　　　⇒専門家の意見も聞いて、提案することも検討する（場合によってはミニレクチャーも）　
　◇不安を解消するための実効ある対策について
　　　職員・患者・介護制度利用者が、感染の不安を感じている。職員の退職、患者の受診抑制・介護制度利用者の利用抑制もあり、患者の病状悪化、状態悪化が懸念されている。
　　　　　　⇒科学的根拠に基づいた感染防止の知識や対策の周知とともに、積極的検査の実施、相談・受診しやすい体制（医療機関）を確立するなど実効ある対策が必要　（要検討）
　　　　　　　・今冬、インフルエンザも流行することが懸念されている。安全な新型インフルエンザとの鑑別方法なども課題。
　◇収入減の医療機関への財政補填を求める取り組む

　　　　　　⇒医師会など幅広い団体と共同して取り組み
◎各地の医療提供体制の実態をつかみ、医療機能を維持、充実させるとりくみ

　　・2次医療圏ごとに、5疾病5事業、在宅医療、地域保健医療の実態や動きなどをつかむ。

　　・各地で自治体と懇談要請し、地域推進方針や地域医療構想の具体化に反映させる。
◇医療機関・自治体・関係者と懇談など。　

　・当面、再検証対象医療機関・自治体・住民、医療関係団体等と懇談、地域医療を守る活動すすめる。

　　◇会として54の医療機関に簡単なアンケートや懇談の申し入れ（16医療機関）
　　　　　条件ができたら、懇談について検討・可能などの市町村、病院に連絡する。       

◇各地域・団体も医療機関と懇談する。（民医連は事業所・友の会、共産党：住民も、労働組合）
　　◇声を集め、懇談会なども検討する。（たとえば、友の会員アンケート、懇談会など）
　　◇学習集会の開催　　2次医療圏、少なくても3次医療圏ごとに学習集会を検討する。
　　◇各調整会議の実態をつかむ（会議の傍聴も）
　　◇会として全国署名に取り組む（当面継続する）
◇市町村議会意見書要請　
各議会での意見書の採択状況や、首長の見解（議会答弁）などをつかむ。
◇宣伝行動
  　◇各団体のＨＰや各地での宣伝行動も検討する。　 　

○次回会議　　8月12日（水）　16時～　道議会新庁舎　会議室　
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【資料】
◇患者数が大幅に増えたときに備えた医療提供体制の検討について　　　　（厚生労働省：3/6）
　　　調整本部等の設置、医療機関・病床の確保、医療従事者の確保、患者の搬送・医療物資など
　　都道府県・保健所設置市などに要請する検討内容は下記の通りです。
・帰国者・接触者外来の増設、外来診療を担当する医療機関の設定
　　　・入院医療を提供するための医療機関と病床の設定
　　　・集中治療や人口呼吸器を要する管理が必要な「重症患者」を受け入れる医療機関と病床の設定
　　　・感染防御に必要な資材、人工呼吸器等医療機器の確保
　　　・医療を集中的に提供する医療機関の設定
　
　■新型コロナウイルス感染症　　ピーク時の医療需要の目安　（都道府県・保健所設置市など）
　　　　2019年1月1日に実行で計算すると、⇒下線の数字（ネアマネタイムスより）
①1日あたり疑って外来を受診する患者数　　　　　⇒約1万8350人　（2019年1月１日人口現在）
②1日あたり入院治療が必要な患者数　　　　　　　⇒約1万97人　　　（2019年1月１日人口現在）
③1日あたり重症者として治療が必要な患者数　　⇒約338人　　　 　　（2019年1月１日人口現在）
　　　
　◇患者数が大幅に増えたときに備えた入院医療提供体制の整備について（厚生労働省：3/19・26改訂）
　　　入院患者の受け入れ医療機関の確保等について、受け入れ要請の順番（目安）　
　　　　①全医療機関の感染症病床
  ②感染症指定医療機関の一般病床等・受け入れるための病床を確保した医療機関
　　　　　　③入院医療機関の中の協力医療機関、公立・公的医療機関
　　　　　　④上記以外の医療機関
　　
　　■北海道医療計画　　
　　　　　感染症病床　 基準病床数98床　　　　　 2017年10月現在　94 床

　　　　　結核病床　　　基準病床数80床　　　　　　2017年10月現在220床    （オーバーベッド）

　　　精神病床　　　基準病床数17116床　　　2017年10月現在19316床　（オーバーベッド）

　尚、一般病床、療養病床は、21の2次医療圏ごと　
　　　地域医療構想のベッド数は、一般病床、療養病床が対象。　

■道内の感染指定医療機関の指定状況（2019年4月現在）
　　第一種感染症指定医療機関　　　　　　　　　 　　 1病院  2床　（市立札幌病院）
　　第二種感染症指定医療機関　　　　　　　　　　　　　 　（323床）
【感染症病床】　　　　　　　　　　　　　　　　24病院 92床　

　　　【結核病床】　　　　　　　　　　　　　　　　　10病院153床　（稼働病床）　
      【結核患者収容モデル事業実施指定医療機関】     5病院 78床

